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創薬研究は、multidisciplinary approach である。化学構造と標的分子との対話を通して、そ

の基本骨格や官能基が有する性質を、そしてパスウエイマップから作用機構や副作用を読み取る。

さらにゲノム情報、薬物代謝、安全性、剤型などの研究を重ね、患者さんが待っている薬を創出

する。そのためには、創薬に関する様々な知識と経験を知恵として利用することが重要である。

その医薬品情報に関する知識の源になるのが KEGG MEDICUS である。 

一方、医療現場では、処方された薬について薬剤師が患者さん一人一人の状況にあった説明を

行うファーマシューティカルコミュニケーションが大事である。先発品と後発品の違い、服用の

仕方（薬の飲み方）、相互作用（飲み合わせ）、副作用などの説明のために KEGG MEDICUS を利

用するのが便利である。 
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